
島根県隠岐の島町 保健福祉課 松本 明

【年 齢】
６０歳

【出身地】
島根県浜田市

【転出元】鳥取県境港市
【前 職】

会計年度任用職員
【活動時期】

R６.4～R７.３

※故郷が島根県であり、住んでいた所は別の場所でした。
懐かしい思いと、移住のことなどもありましたが、この
地に来た一番の目的として、障がいのある方たちのため
に働ける、過去に勤務経験した就労の形でとの募集に魅
力を感じ、もう一度挑戦したいという思いがありました。

※協力隊としては、地域の笑顔につながる形として、障が
いの業務以外に経験した、過去の仕事が役に立つのでは
と考え、応募した次第です。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場））"oki-wakaba5699@kind.ocn.ne.jp" 
（電話番号（個人or職場） ）０８５１２－２－５６９９

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
https:// ＱＲコードも可

※ここまで、この地域の様々なことを見て、聞いて、たく
さんのことを学びました。協力隊としての2年目、3年目
は自分の力を出し切る、真剣に楽しむ、ありのままに自
然体に、正しい人生観の経験の知識も大いに活かしたい。

※この地域にもいろいろな人々が暮らしておられる。他の
地域から来た人で、地元の人ではなくてもこんなにも心
の暖かい人もいるのだと、証明していく日々を過ごして
いきたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

令和6年度 活動内容基本情報

●障がいがあるの方への就労支援

※たくさんの障がいのある方が、職
場で地道に頑張っておられます。ま
た、求職活動をされる方や作業所な
どで活躍される方など、ハンディに
負けない方々の応援団として、邁進
しております。

●自分自身を磨き、人間性の魅力を発揮するために・・・

※協力隊として、感謝と貢献する気持ちも大切です。
謙虚で、誠実に、傲慢にならずに、歴史と人々を尊重
しながらも、自分しかできない使命、任務の役目もあ
ります。人々との会話、研修や会議などの業務、地域
おこし協力隊としての活動など、仕事を通して自分自
身が役立つ存在となるよう貢献して行きたい。

●プレゼンへの思いと地域おこし協力隊としてのこれから・・

※令和7年度は、地域の方々に喜ばれるような企画と、
将来にわたり花が咲く推進プロジェクトを目指しPR
啓蒙の活動交流の展開、障がいのある方たちの力に
なれる資格取得活動などを実践していく。協力隊と
して目に見える形の良い結果と、近未来へ結び付け
たい。

隊員本人の顔が
分かる写真

障がいのある方への就労支援
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